
パネルディスカッション
自己紹介

1第34回海事立国フォーラム in 北海道
「ゼロカーボン社会の実現を目指して～海事における脱炭素化への挑戦～」
【開催日時】 2024年10月10日（木）
【開催場所】 北海道苫小牧市 グランドホテルニュー王子
【主 催】 公益財団法人日本海事センター
【後 援】 国土交通省（予定）
【協 力】 北海道運輸局・㈱商船三井

北海道大学大学院工学研究院
循環共生システム研究室 教授

総長補佐
サステナビリティ推進機構
カーボンニュートラル推進部門長

石井一英



石井一英 (Kazuei Ishii)
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○学歴・職歴
1970年（昭和45年） 札幌生まれ
1989年（平成元年） 北大 理Ⅰ系 入学
1993年（平成5年） 工学部衛生工学科卒業
1995年（平成7年） 大学院工学研究科衛生工学専攻修了

 博士後期課程入学
1997年（平成9年） 中退、助手となる
2010年（平成22年） 准教授となる
2018年（平成30年） 教授（現在に至る）
2020年（令和2年） 北海道大学ロバスト

農林水産工学国際連携研究教育拠点代表（兼任～2024.3）
2024年（令和6年） 北海道大学 総長補佐 カーボンニュートラル部門長

○研究内容
・土壌・地下水汚染（汚染物質挙動、数値解析、修復計画など）
・廃棄物管理システム計画（特に、最終処分システム）
・バイオマス利活用システム構築（特に、バイオエネルギー、微細藻類培養）
・地域資源を活かしたまちづくり（異分野融合型のプロジェクト）

○学外活動など
・NPO最終処分場技術システム研究協会（理事長）
・NPOバイオマス北海道（理事長）
・廃棄物資源循環学会（理事、学術研究委員長）
・日本有機資源協会（理事）
・土木学会環境システム委員会（論文審査小委員会委員長）
・他、環境省、農林水産省、NEDO、北海道、
札幌市、他市町村の委員を務める

バイオマスコミュニティプランニング
～ローカルSDGsの実践～

古市徹・石井一英編著、環境新聞社、2022.3.31

北海道大学 大学院工学研究院 循環共生システム研究室
Laboratory of Sustainable Material Cycle Systems, 
Faculty of Engineering, Hokkaido University

https://smcs.eng.hokudai.ac.jp/
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https://do-shinko.or.jp/zerocarbon/
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https://moula.jp/articles/culture/entry-5632.html
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自然的循環
（環境、環境容量）

人為的循環
（再生利用など）

環境負荷

農林水産物
再生可能
エネルギー

汚染物質

自然生態系

水・大気・各種元素など

水・モノなど

耐久消費財

地下資源
化石燃料
鉱物
地熱 など

1万～10万年以上
オーダー

生産 消費

廃棄

再生利用

空間・時間スケール
マルチメディア

太陽光

ごみ捨て場
最終処分場

処分

貯蔵型
エネルギー
水素
バイオエタノール
など

資源利用

変換・貯蔵

利用

地球上の資源・エネルギーの循環
（ストック：四角、フロー：矢印）

自然

人類
社会

土壌・河川・
海洋

農林水産物など
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今、私たちは時代の変わり目に
生きている

江戸時代以前
・奈良、京都

江戸～これまで
・江戸、東京（首都）
・太平洋ベルト地帯

これから
・北海道？

データセンター

輸入

化学
コンビナート

ガソリン

薪 寺院

水素
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市民・町民・村民

地域交通

脱炭素（GX）は手段 9

将来のまちづくり

ネイチャーポジティブサーキュラーエコノミー

脱炭素

研究・教育機関行政

企業 金融 NPO等団体

担い手 新規産業 観光

Goal

通過点

課題

資源

自然 既存産業

よそ者・第三者
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